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１ 概要 

 診療報酬明細書記載要領の別表Ｉにあるレセプト摘要欄に記載が必要な内容の中から、コメ

ントコードが割り当てられているものについて、入力上の便宜を図るため選択肢を一覧表示

する機能を実装しました。 

 この機能動作の元となるデータは、社会保険診療報酬支払基金より提供されているコメント

関連テーブルです。 

 

２ 選択式コメント一覧表示方法 

２．１ 診療行為コード入力 

 診療行為入力画面よりコメントが必要な診療行為のコードを入力した時に選択式コメント

一覧を表示します。 

 

 （例）オンライン診療料（112023210） 

診療行為コード 112023210 を入力します。 
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 診療行為一覧選択サブ【選択式コメント】画面をポップアップします。 

 記載が必要なコメントを選択して確定します（複数可）。 
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 診療行為入力画面に戻るとコメントコードが入力されています。 

 また、コメントコードの設定がある診療行為には、識別子として名称の左に"S"を表示しま

す。 

 *Sオンライン診療料 

 

 

２．２ 選択式コメント一覧を表示しない例 

 診療行為コード入力から該当の選択式コメント一覧を表示するのは、会計内で最初に入力し

た時のみとなります。後からコメント入力のない識別子"S"が付いた診療行為コードの行で

Enterキーを入力しても選択式コメント一覧は表示しません。 

 また、剤内に既にコメントコードが入力されている場合も、選択式コメントの対象となる診

療行為コードを入力しても選択式コメント一覧を表示しません。この場合は、”//s”又は、”

//S”を入力することで該当行の前行から剤の先頭までに識別子"S"が付いた診療行為コード

の選択式コメント一覧を表示します。 

この画面例では最終行に入力した”//s”で「S 酸素ボンベ加算（その他）」を対象とした選

択式コメント一覧が表示されます。 
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２．３ 区分番号入力 

 診療行為入力画面より入力コード欄に”//”を入力して診療行為一覧選択サブ画面をポップ

アップします。 

 次に［Shift+F6 選択式］ボタンをクリックします。 
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診療行為一覧選択サブ【レセプト記載】画面をポップアップします。 

区分番号の一覧を表示しますので、コメント入力が必要となる内容の区分番号を選択します。 

［A003 オンライン診療料］を選択すると前項で説明したオンライン診療料に対する診療行

為一覧選択サブ【選択式コメント】画面をポップアップします。 

 

 

 区分番号一覧を表示する方法として、診療行為入力画面より入力コード欄に”//ss” 

又は、”//SS”を入力すると、診療行為一覧選択サブ【レセプト記載】画面をポップ 

アップできます。 
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 入院患者で 180日を超えて選定入院とならない場合の、選択式コメントを入力する場合 

は以下のように入力し、診療行為一覧選択サブ【選択式コメント】画面から 

「180日を超える期間通算対象入院料を算定する場合」を選択します。 

  

  

 対象コメントを選択します。 
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２．４ 診療行為検索からの入力 

 診療行為入力画面より診療行為の検索を行い、選択式コメントに該当する診療行為を選択し

た時は選択式コメント一覧を表示します。 
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 診療行為一覧選択サブ【診療行為（全体）】画面をポップアップします。 

 オンライン診療料を選択して確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日医標準レセプトソフト 

9 

 オンライン診療料は選択式コメントに該当する診療行為のため、診療行為一覧選択サブ【選

択式コメント】画面をポップアップします。 

 

 

２．５ セット入力 

 診療行為入力画面よりセットコード（「Ｐ」で始まるセットコード）を入力した場合、セッ

ト内に選択式コメントに該当する診療行為コードが含まれる場合は、選択式コメント一覧を

表示します。ただし、剤内にコメントコードが登録されている場合を除きます。 

 選択式コメントに該当する診療行為コードが複数含まれる場合、診療行為一覧選択サブ【選

択式コメント】画面で「戻る」をすると、次の診療行為コードの診療行為一覧選択サブ【選

択式コメント】画面へ進みますが、どれかで確定入力をするとそれから先の選択式コメント

の表示はできません。診療行為入力画面に戻った後で、”//s”等のコードからコメントを入

力します。 
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３ 特例対応 

 選択式コメント入力対応において、特例対応をした診療行為について説明します。 

 

３．１ 特定薬剤治療管理料１ 

 診療行為コード入力から選択式コメント一覧までは同じですが、確定後は初回算定年月のコ

メントを自動発生しますので、その下に選択したコメントコードを算定します。 

また、「830000014 血中濃度測定薬剤：」の自動発生は廃止しました。（セット登録されて

いる場合を除く。） 

 

３．２ 慢性維持透析患者外来医学管理料 

 慢性維持透析患者外来医学管理料は、コメント関連テーブルにコメントコードが設定されて

いますが、コメントが必要なケースは、包括される検査を特例として別に算定した場合とな

りますので、管理料のコードを入力しても選択式コメントは表示しません。 

 該当する検査を算定した場合は、その検査コードの下で”//ss”等により区分番号の一覧を

表示し、「B001の 15慢性維持透析患者外来医学管理料」から選択コメントを表示する方法を

推奨します。 

 

３．３ 人工腎臓（その他） 

 慢性維持透析以外の患者に対して「その他の場合」として算定した場合にコメントが必要で

すが、慢性維持透析患者外来医学管理料の算定有無とは無関係に選択式コメント一覧を表示

します。 

 

３．４ トリガとなる診療行為を算定しない場合 

 コメント関連テーブルにコメントコードが設定されている中で、例えば、初診料で「当該初

診に附随する一連の行為を後日行った場合であって当該初診日が前月である場合」というよ

うに診療行為コードを算定しない場合にコメントが必要なケースでは、区分番号一覧から選

択式コメントを検索することを推奨します。 

 

３．５ 選択式コメントを表示しない診療行為 

 コメント関連テーブルにコメントコードが設定されている中で、レセプト作成処理により自

動記載（記録）するコメントについては、選択式コメントを表示しません。 

 ・初診、再診、外来診療料等の「妊婦」 

 ・再診、外来診療料の「月の途中まで乳幼児」（※１） 

 なお、以下については、レセプト作成処理により自動記載（記録）をしますが、区分番号一

覧にて表示を可能とします。 

 ・時間外緊急院内検査加算、外来迅速検体検査加算、時間外緊急院内画像診断加算の「引き

続き入院」（※２） 

 ・脳血管疾患等リハビリテーション料、運動器リハビリテーション料の早期リハビリテーシ

ョン加算、又は、初期加算の「地域連携診療計画加算の算定患者」（※２） 
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 （※１）平成 30年 10月パッチ対応にて記録するコードを変更します。 

 （※２）平成 30年 10月パッチ対応にて該当する場合に自動記載（記録）します。 

 

４ システム管理の設定 

 診療行為入力画面で、診療行為コード入力によりポップアップする選択式コメント一覧画面

の表示有無について設定が可能です。 

デフォルト設定は、選択式コメント一覧画面を表示するとなります。 

 

 

 

 管理コードで「1038 診療行為機能情報」を選択します。 

 有効年月日（任意）を指定します。 

 ［確定］ボタンをクリックします。 
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 ＜表示選択＞の「６．選択式コメント一覧」で「0 自動表示しない」に設定すると、診療行

為コード入力からの画面表示は行いません。 

 

留意事項 

 選択式コメント一覧を表示させるには、レセプト記載マスタを適用する必要がありますので

マスタ更新を実施します。 


